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(百万円未満切捨て)
１．2023年６月期の連結業績（2022年７月１日～2023年６月30日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年６月期 2,665 8.6 618 △25.2 609 △25.4 440 △18.4

2022年６月期 2,454 － 826 － 817 － 539 －
(注) 包括利益 2023年６月期 439百万円(△18.5％) 2022年６月期 539百万円( －％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2023年６月期 83.33 82.36 18.4 18.5 23.2

2022年６月期 102.67 100.85 24.3 25.5 33.7
(参考) 持分法投資損益 2023年６月期 －百万円 2022年６月期 －百万円
　

(注)当社は、2022年６月期より連結財務諸表を作成しているため、2022年６月期の対前期増減率については記載してお
りません。また、2022年６月期の自己資本当期純利益率及び総資産経常利益率は、連結初年度のため、それぞれ期
末自己資本及び期末総資産額に基づいて計算しております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年６月期 3,399 2,573 75.5 484.70

2022年６月期 3,202 2,223 69.3 420.88
(参考) 自己資本 2023年６月期 2,565百万円 2022年６月期 2,220百万円
　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2023年６月期 301 △484 △98 2,055

2022年６月期 275 △208 △36 2,337
　　　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2022年６月期 － 0.00 － 20.00 20.00 105 19.5 4.8

2023年６月期 － 0.00 － 30.00 30.00 158 36.0 6.6

2024年６月期(予想) － 0.00 － 30.00 30.00 －
　

(注)当社は、2022年６月期より連結財務諸表を作成しているため、2022年６月期の純資産配当率（連結）は、期末１株
当たり連結純資産に基づき計算しております。

　

３．2024年６月期の連結業績予想（2023年７月１日～2024年６月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 3,002 12.7 649 5.0 649 6.5 443 0.7 83.75

　　



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

　 新規 －社 (社名) 、除外 －社 (社名)
　　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年６月期 5,292,350株 2022年６月期 5,274,850株

② 期末自己株式数 2023年６月期 168株 2022年６月期 121株

③ 期中平均株式数 2023年６月期 5,281,419株 2022年６月期 5,255,130株
　　

(参考) 個別業績の概要
１．2023年６月期の個別業績（2022年７月１日～2023年６月30日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年６月期 2,665 8.6 634 △24.1 603 △26.6 434 △20.1

2022年６月期 2,454 21.0 835 46.7 822 46.9 544 29.6
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2023年６月期 82.36 81.41

2022年６月期 103.60 101.76
　　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年６月期 3,392 2,569 75.6 484.66

2022年６月期 3,204 2,226 69.4 421.81

(参考) 自己資本 2023年６月期 2,564百万円 2022年６月期 2,224百万円
　　　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見直し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ
ての注意事項等については、添付資料５ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度の経済環境は、新型コロナウイルス感染症に関する行動制限や水際対策の緩和により、社会経済

活動の正常化が進む一方で、ウクライナ情勢や各国の金融政策の動向などに対する懸念が長期化しており、引き続

き先行き不透明な状態が続きました。

このような市場環境の中、当社グループは、パーパスを「笑顔につながる、まだ見ぬアイデア実現の母体とな

る」、提供価値を「デザインとエンジニアリングの力で、挑戦を支える」と定義した上で、「挑戦を、楽しも

う。」をブランドスローガンに掲げ、挑戦的な文化を醸成し、ITを軸とした様々な挑戦を積極的に進めていく企業

を目指しております。

当社グループの事業展開としては、企業や教育、医療の現場において活用が進むモバイル端末を、一元的に管

理・運用するためのマネジメントサービスをSaaS（Software as a Service）として提供する「CLOMO事業」を主軸

事業とし、CVCやM&Aを通じた投資活動によって当社グループの持続的な成長の実現及びスタートアップ企業におけ

る新たな価値創造への挑戦を支える「投資事業」を運営しております。

当連結会計年度の経営成績については、主軸事業であるCLOMO事業において、法人利用向けスマートフォンの調

達不調が続くなど外部環境の影響を受けながらも導入法人数が堅調に成長した結果、売上高が増加しました。費用

面については、製品開発力の増強を目的に、新たに開拓した委託先企業と積極的に開発投資を進めたことで、ソフ

トウエア製品のリリースが増加し減価償却費を含む売上原価が増加しました。また、営業拠点の拡大に伴う人材の

増強や、情報セキュリティ体制強化に向けた投資に加えて、人的資本に対する取り組みとして給与体系及び評価制

度の見直しによる従業員給与のベースアップを図っており、販売費及び一般管理費についても増加しました。

この結果、当連結会計年度の経営成績は、売上高2,665,041千円（前期比8.6％増）、営業利益618,689千円（前

期比25.2％減）、経常利益609,938千円（前期比25.4％減）、親会社株主に帰属する当期純利益440,098千円（前年

同期比18.4％減）となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

① CLOMO事業

CLOMO事業は、サブスクリプション型のSaaSサービスとして、2010年から提供を開始したモバイル端末管理サ

ービス「CLOMO MDM」及びモバイル端末向けアプリサービス「CLOMO SECURED APPs」を主軸に事業を展開してお

り、2022年12月に公表されたMDM市場(自社ブランド)シェアにおいて、2011年度から12年連続でシェアNo.１を達

成しました(注１)。

当連結会計年度においては、期初に計画していた北海道、宮城県、愛知県への新たな営業拠点の開設が完了

し、全国の顧客に対する支援体制を強化しております。また、主要な販売パートナーである株式会社NTTドコモ

が提供するMDMサービスのリニューアルに伴い、当社のCLOMO MDMが採用され、OEM提供を開始しました。なお、

リニューアル前の「あんしんマネージャー」の新規契約受付は2023年３月に終了し、サービスの提供も2026年３

月に終了を予定されていることから、リニューアル後の「あんしんマネージャーNEXT」（注２）への契約移行は

2026年３月までに完了する見通しです。販売パートナーとの協業とOEM提供による販売を通じて、CLOMOサービス

の販売拡大に取り組んでまいります。

さらに、オプションサービスの拡充に向けて、サイバー攻撃などの様々な脅威からモバイル端末を守り、顧客

が安心・安全にモバイル端末を利用できるよう、CLOMOサービスとセキュリティソリューションとの連携を進め

ております。その上で、2022年10月より、Deep Instinctが開発・提供をする「Deep Instinct」（注３）と

CLOMO MDMを組み合わせた「CLOMO MDM エンドポイントセキュリティ secured by Deep Instinct」の提供を開始

しました。

また、モバイル端末の導入時に必要な端末の初期設定などの作業を代行する「CLOMO キッティングサービ

ス」、CLOMO MDMの初期設定から運用の開始までを手厚く支援することで、MDM運用担当者の負担軽減と目的に応

じた適切なモバイル端末の運用を実現する「CLOMO オンボーディングサービス」の２つのサービスを新たに開始

しました。モバイル端末の導入から運用まで幅広くサポートするサービスメニューの拡充により、顧客企業の

MDM運用担当者の業務負荷軽減に貢献するとともに、ライセンス継続率とARPUの向上に取り組んでおります。

開発面においては、継続的にOS開発元とのパートナーシップ強化に取り組んでおります。2023年６月には

Google LLCが提供するパートナープログラム「Android Enterprise Partner Program」（注４）において、
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CLOMOサービスの導入実績の多さや製品力の高さ、そして導入支援や導入後のサポートを担当するスタッフが

Android Enterpriseに関する豊富な知識を有していることが評価され、Gold Partnerとして認定されました。

これらの取り組みにより、導入法人数は4,929社(前連結会計年度末に比べ1,014社、25.9％増加)に達しまし

た。

この結果、売上高は2,665,041千円（前期比8.6％増）、営業利益は634,355千円（前期比24.1％減）となりま

した。

なお、サービス別の内訳は次のとおりであります。

CLOMO MDM 売上高 2,435,820千円

SECURED APPs 売上高 157,165千円

その他 売上高 72,055千円

② 投資事業

投資事業は前連結会計年度より開始した新規事業であり、2021年11月にベンチャーキャピタル子会社として株

式会社アイキューブドベンチャーズを設立いたしました。また、2022年１月に当該子会社を通じてアイキューブ

ド１号投資事業有限責任組合を設立し、CVC（コーポレートベンチャーキャピタル）として投資活動を実施して

おります。当連結会計年度においてはCVCを通じて３社へ投資を行い、これまでの投資先社数は５社となりまし

た。

なお、主な投資対象はモバイル、SaaS、セキュリティ等、当社事業領域と親和性の高い企業、社会課題解決型

企業及び当社グループが本社を置く九州の地場で活動している企業としております。

また、当社グループの新たな市場領域への進出及び収益源の創出を図るべく、M&Aを通じた新事業開発及び開

発力の増強にも積極的に取り組んでおります。

この結果、営業損失は15,666千円（前期は営業損失8,712千円）となりました。

(注)１．出典 デロイト トーマツ ミック経済研究所「コラボレーション/コンテンツ・モバイル管理パッケ

ージソフトの市場展望」2011～2020年度、「ミックITリポート2022年12月号」2021年度出荷金額実績

及び2022年度出荷金額予想。

２．株式会社NTTドコモが提供しているモバイル端末管理サービスです。主に、社員・生徒に貸与した端

末に対して紛失・盗難時に有効な「ロック/初期化」機能や、「カメラ制御」「利用可能アプリの制

限」などのセキュリティ機能、「アプリ配信」などの端末管理業務効率化機能を備えています。

３．Deep Instinctが独自でサイバーセキュリティのために構築したエンドポイントセキュリティのソリ

ューションです。世界で初めて(2020年12月時点でのDeep Instinct調査による)となるディープラー

ニングのモデルを用いて、将来発生しうるマルウェアやゼロデイ攻撃などの未知の脅威を予測し、モ

バイル端末やPCなどの機器への侵入を未然に防ぎます。

４．Google LLCが提供するプログラムで、パートナー企業によるAndroid Enterpriseの仕様に則した製品

やサービス、ソリューションの開発、販売などの支援を目的としています。
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（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末における財政状態については次のとおりであります。

(資産)

総資産は3,399,411千円となり、前連結会計年度末に比べ196,655千円の増加となりました。これは主に売掛金が

26,642千円、営業投資有価証券が90,596千円、その他流動資産が29,628千円、ソフトウエアが159,256千円、投資有

価証券が123,813千円、繰延税金資産が32,710千円増加し、現金及び預金が281,431千円減少したことによるもので

す。

(負債)

負債は825,904千円となり、前連結会計年度末に比べ152,921千円の減少となりました。これは主に未払法人税等が

118,669千円、契約負債が25,838千円、その他流動負債が47,884千円減少し、賞与引当金が33,992千円増加したこと

によるものです。

(純資産)

純資産は2,573,506千円となり、前連結会計年度末に比べ349,577千円の増加となりました。これは主に親会社株主

に帰属する当期純利益の計上に伴い利益剰余金が440,098千円増加し、剰余金の配当に伴い利益剰余金が105,494千円

減少したことによるものです。この結果、自己資本比率は75.5％（前連結会計年度末は69.3％）となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は2,055,977千円となり、前連結会計年度

末に比べ281,431千円の減少となりました。

当連結会計年度末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は301,117千円（前年同期は得られた資金275,503千円）となりました。これは主に、

税金等調整前当期純利益609,938千円、減価償却費177,706千円、賞与引当金の増加額33,992千円、売上債権の増加額

26,642千円、契約負債の減少額25,838千円、営業投資有価証券の増加額90,596千円、法人税等の支払額340,278千円

によるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は484,467千円（前年同期は使用した資金208,178千円）となりました。これは主に、

無形固定資産の取得による支出346,192千円、投資有価証券の取得による支出130,806千円によるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は98,082千円（前年同期は使用した資金36,400千円）となりました。これは主に、配

当金の支払額105,389千円によるものです。
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（４）今後の見通し

当社グループの主軸事業であるCLOMO事業は、MDM市場（モバイル端末管理市場）に属しております。MDM市場全

体の市場規模は、2022年においては162億円（前年比11.7%増）、2026年までに250億円まで成長する見通し（注

５）であることから、CLOMO事業に関しても継続的な成長を見込んでおります。

マーケットの状況としては、3G停波（注６）に伴うフィーチャーフォン（従来型携帯電話）の生産終了、PHSの

サービス終了等により、企業や医療機関においてスマートフォンの導入が加速しております。

また、スマートフォン以外では、DXの促進に伴って業務専用端末の管理需要が増加しており、MDMの管理対象と

なる端末の種類は拡大しております。さらに、PC資産管理ソフトウェアについては従来のオンプレミス型からSaaS

型への移行が進み、モバイル端末とPCの統合管理の需要が増加しております。このように、CLOMO事業は業務専用

端末管理市場やPC資産管理市場にも成長領域を拡大しており、充分な開拓余地が残されていると考えております。

当社グループとしては、そのような状況からより多くの顧客を獲得するため、製品開発活動では、生産性の向上

による原価の低減と、管理対象端末の種類増加に対応するための機能開発及び他社製品との連携による付加価値の

向上に引き続き注力してまいります。また、営業活動では、全国７箇所の営業拠点網を通じて地方の販売パートナ

ーとの連携を強め、CLOMO MDMとしての販売に加えて、OEM製品の販売による売上成長スピードの加速を図ってまい

ります。

2024年６月期の連結業績については、売上高3,002百万円(前期比12.7％増)、営業利益649百万円(前期比5.0％

増)、経常利益649百万円(前期比6.5％増)、親会社株主に帰属する当期純利益443百万円(前期比0.7％増)を見込ん

でおります。

なお、上記予想などの将来予測情報は、現在入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績等は今後

の様々な要因により予想数値と異なる場合がございます。

(注)５．出典 デロイト トーマツ ミック経済研究所「コラボレーション/コンテンツ・モバイル管理パッケ

ージソフトの市場展望」2022年度版。

６．携帯キャリア各社が第３世代移動通信方式（3G)のサービス提供を順次終了する予定となっておりま

す。当社の主要な販売パートナーであるNTTドコモグループは、第３世代移動通信方式の「FOMA」及

び携帯電話からインターネットやメールを利用できるサービス「iモード」の提供を2026年３月に終

了予定です。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、企業間の比較可能性を考慮し、日本基準で財務諸表を作成しております。なお、今後につきまし

ては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年６月30日)

当連結会計年度
(2023年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,337,409 2,055,977

売掛金 234,349 260,991

営業投資有価証券 149,992 240,589

その他 58,597 88,225

流動資産合計 2,780,348 2,645,783

固定資産

有形固定資産 31,901 33,884

無形固定資産

ソフトウエア 51,537 210,793

ソフトウエア仮勘定 169,222 174,184

その他 6,083 8,286

無形固定資産合計 226,843 393,264

投資その他の資産

投資有価証券 6,523 130,337

繰延税金資産 122,886 155,597

その他 34,251 40,544

投資その他の資産合計 163,662 326,478

固定資産合計 422,406 753,627

資産合計 3,202,755 3,399,411

負債の部

流動負債

買掛金 59,190 64,668

未払法人税等 185,677 67,008

契約負債 496,925 471,087

賞与引当金 49,866 83,858

その他 187,166 139,281

流動負債合計 978,826 825,904

負債合計 978,826 825,904

純資産の部

株主資本

資本金 404,412 409,787

資本剰余金 304,412 309,787

利益剰余金 1,511,877 1,846,481

自己株式 △661 △774

株主資本合計 2,220,039 2,565,282

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 － △167

その他の包括利益累計額合計 － △167

新株予約権 1,950 4,701

非支配株主持分 1,938 3,690

純資産合計 2,223,929 2,573,506

負債純資産合計 3,202,755 3,399,411
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2021年７月１日
　至 2022年６月30日)

当連結会計年度
(自 2022年７月１日
　至 2023年６月30日)

売上高 2,454,410 2,665,041

売上原価 369,583 613,530

売上総利益 2,084,826 2,051,511

販売費及び一般管理費 1,258,121 1,432,821

営業利益 826,704 618,689

営業外収益

受取利息 47 37

受取配当金 739 －

その他 651 214

営業外収益合計 1,438 252

営業外費用

固定資産除却損 9,095 1,949

投資事業組合運用損 － 6,751

その他 1,167 301

営業外費用合計 10,263 9,003

経常利益 817,879 609,938

税金等調整前当期純利益 817,879 609,938

法人税、住民税及び事業税 290,940 202,725

法人税等調整額 △12,528 △32,637

法人税等合計 278,411 170,087

当期純利益 539,467 439,850

非支配株主に帰属する当期純損失（△） △61 △247

親会社株主に帰属する当期純利益 539,529 440,098
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2021年７月１日
　至 2022年６月30日)

当連結会計年度
(自 2022年７月１日
　至 2023年６月30日)

当期純利益 539,467 439,850

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 － △167

その他の包括利益合計 － △167

包括利益 539,467 439,682

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 539,529 439,930

非支配株主に係る包括利益 △61 △247
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自 2021年７月１日 至 2022年６月30日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 378,504 278,504 1,024,730 △661 1,681,077

当期変動額

新株の発行 18,950 18,950 37,900

新株の発行（新株予

約権の行使）
6,957 6,957 13,915

剰余金の配当 △52,382 △52,382

親会社株主に帰属す

る当期純利益
539,529 539,529

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 25,907 25,907 487,146 － 538,961

当期末残高 404,412 304,412 1,511,877 △661 2,220,039

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計

当期首残高 228 － 1,681,306

当期変動額

新株の発行 37,900

新株の発行（新株予

約権の行使）
13,915

剰余金の配当 △52,382

親会社株主に帰属す

る当期純利益
539,529

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

1,722 1,938 3,661

当期変動額合計 1,722 1,938 542,623

当期末残高 1,950 1,938 2,223,929
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　当連結会計年度(自 2022年７月１日 至 2023年６月30日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 404,412 304,412 1,511,877 △661 2,220,039

当期変動額

新株の発行 2,665 2,665 5,331

新株の発行（新株予

約権の行使）
2,710 2,710 5,420

剰余金の配当 △105,494 △105,494

親会社株主に帰属す

る当期純利益
440,098 440,098

自己株式の取得 △112 △112

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 5,375 5,375 334,603 △112 345,243

当期末残高 409,787 309,787 1,846,481 △774 2,565,282

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計その他有価証券評価差

額金

その他の包括利益累計

額合計

当期首残高 － － 1,950 1,938 2,223,929

当期変動額

新株の発行 5,331

新株の発行（新株予

約権の行使）
5,420

剰余金の配当 △105,494

親会社株主に帰属す

る当期純利益
440,098

自己株式の取得 △112

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△167 △167 2,750 1,752 4,334

当期変動額合計 △167 △167 2,750 1,752 349,577

当期末残高 △167 △167 4,701 3,690 2,573,506
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2021年７月１日
　至 2022年６月30日)

当連結会計年度
(自 2022年７月１日
　至 2023年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 817,879 609,938

減価償却費 65,763 177,706

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,359 33,992

受取利息及び受取配当金 △786 △37

固定資産除却損 9,095 1,949

投資事業組合運用損益（△は益） － 6,751

売上債権の増減額（△は増加） △37,449 △26,642

仕入債務の増減額（△は減少） 26,719 5,228

前受収益の増減額（△は減少） △547,718 －

長期前受収益の増減額（△は減少） △100,056 －

契約負債の増減額（△は減少） 496,925 △25,838

営業投資有価証券の増減額（△は増加） △149,992 △90,596

その他 53,248 △51,093

小計 634,986 641,359

利息及び配当金の受取額 786 37

法人税等の支払額 △360,357 △340,278

法人税等の還付額 86 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 275,503 301,117

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △1,000,000 －

有価証券の償還による収入 1,000,000 －

有形固定資産の取得による支出 △372 △7,483

無形固定資産の取得による支出 △202,500 △346,192

投資有価証券の取得による支出 △6,523 △130,806

その他 1,218 15

投資活動によるキャッシュ・フロー △208,178 △484,467

財務活動によるキャッシュ・フロー

新株予約権の行使による株式の発行による収入 13,915 5,420

配当金の支払額 △52,315 △105,389

自己株式の取得による支出 － △112

非支配株主からの払込みによる収入 2,000 2,000

財務活動によるキャッシュ・フロー △36,400 △98,082

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 30,923 △281,431

現金及び現金同等物の期首残高 2,306,485 2,337,409

現金及び現金同等物の期末残高 2,337,409 2,055,977
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

(時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用)

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下、「時価算

定会計基準適用指針」という。）を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項に定め

る経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することと

いたしました。なお、当連結会計年度の連結財務諸表に与える影響はありません。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもの

であります。

　当社グループは、「CLOMO事業」と「投資事業」の２つを報告セグメントとしております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法

　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表を作成するために採用される会計方針

に準拠した方法であります。報告セグメントの利益又は損失は、連結財務諸表の営業利益と一致しておりま

す。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2021年７月１日　至 2022年６月30日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

連結財務諸表
計上額(注)２

CLOMO事業 投資事業 計

売上高

外部顧客への売上高 2,454,410 － 2,454,410 － 2,454,410

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － －

計 2,454,410 － 2,454,410 － 2,454,410

セグメント利益
又は損失(△)

835,417 △8,712 826,704 － 826,704

セグメント資産 3,210,592 210,163 3,420,755 △218,000 3,202,755

その他の項目

減価償却費 65,763 － 65,763 － 65,763

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

210,955 － 210,955 － 210,955

(注)１．セグメント資産の調整額は、セグメント間の債権債務相殺消去であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、連結財務諸表の営業利益と一致しております。
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当連結会計年度(自 2022年７月１日　至 2023年６月30日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

連結財務諸表
計上額(注)２

CLOMO事業 投資事業 計

売上高

外部顧客への売上高 2,665,041 － 2,665,041 － 2,665,041

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － －

計 2,665,041 － 2,665,041 － 2,665,041

セグメント利益
又は損失(△)

634,355 △15,666 618,689 － 618,689

セグメント資産 3,423,187 388,224 3,811,411 △412,000 3,399,411

その他の項目

減価償却費 177,706 － 177,706 － 177,706

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

348,059 － 348,059 － 348,059

(注)１．セグメント資産の調整額は、セグメント間の債権債務相殺消去であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、連結財務諸表の営業利益と一致しております。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2021年７月１日
至 2022年６月30日)

当連結会計年度
(自 2022年７月１日
至 2023年６月30日)

１株当たり純資産額 420.88円 484.70円

１株当たり当期純利益 102.67円 83.33円

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

100.85円 82.36円

(注) １．１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

前連結会計年度
(自 2021年７月１日
至 2022年６月30日)

当連結会計年度
(自 2022年７月１日
至 2023年６月30日)

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 539,529 440,098

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益
(千円)

539,529 440,098

普通株式の期中平均株式数(株) 5,255,130 5,281,419

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益調整額(千円) － －

普通株式増加数(株) 94,756 61,899

(うち新株予約権)(株) (94,756) (61,899)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
当期純利益の算定に含まれなかった潜在株式の概要

新株予約権１種類
(新株予約権の数3,000個)

新株予約権３種類
(新株予約権の数15,320個)

２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度末
(2022年６月30日)

当連結会計年度末
(2023年６月30日)

純資産の部の合計額(千円) 2,223,929 2,573,506

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) 3,889 8,392

(うち新株予約権)(千円) (1,950) (4,701)

(うち非支配株主持分)(千円) (1,938) (3,690)

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 2,220,039 2,565,114

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式
の数(株)

5,274,729 5,292,182
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　


